
子どもたちの安全のために
保育所の危険な遊具の交換を

　住民は、高齢化への対応や自治会の維持、
住み慣れた住環境での生活の維持と向上な
ど様々な意見・要望を持っています。
　党市議団は、「団地の抱える課題を聴取
するなど、団地の再生に向けた取り組みを
始める時にあるのではないか」「意見交換
する対象を幅広くすべき」とただしました。
　市は、「住宅団地の再生について関心の
高い民間団体、企業等の関係者、住民など
関係者と幅広く意見交換していきたい」と
答えました。

子どもの貧困対策強化を
　子どもの貧困への対策強化が求められます。千葉市の調
査結果では、生活保護や児童扶養手当等の支援制度を利用
している子どもたちの塾代は、５千円未満が67％と最も多く、
21大都市の全児童平均では、５千円未満が0.6％と比較する
と極めて少ないのが実態です。
　さらに無料の学習支援を求める方が87％という調査結果
が出ています。子どもの孤食解消のための子ども食堂支援
と無料学習支援の拡充が必要です。

　子どもの貧困が深刻です。家庭環境による栄養格差を縮める意味からも給食費の無
償化を求めました。
　教育委員会は、「栄養バランスのとれた給食を提供することで、心身の健康の保持・
増進と成長期にある小中学生の家庭環境による栄養格差を縮めることにも役立ってい
る。就学援助制度などで給食費の支援を実施しているが、無償化することについては、
国や政令市等の動向を見ながら、必要経費なども含め研究していく」と答えました。
　将来の心身の健康に直結する子ども時代の食生活は、子どもの医療費無料化と同等
に、社会保障費として負担すべきものです。

非常勤保育士の処遇改善を
　この間、民間保育園で働
く保育士への賃金など処遇
改善が図られましたが、公
立も含め保育士確保につい
ては、朝夕のパート保育士
の確保が困難な状況です。
　非常勤保育士の処遇の改
善が求められます。

「団地の再生」は、
幅広く市民・団体と意見交換を
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使用停止になっていた保育所遊具

千葉市と川崎市・さいたま市のごみ出し支援の状況（世帯）

工事が進む轟町機動隊跡地への特別養護老人ホーム

マンホールトイレ設置場所

マンホールトイレ組立完成後

子育て安心の千葉市をごいっしょにつくりましょう

高齢者、体の不自由な市民の
ごみ出し支援は「市職員で実施を」と提案

千葉直下地震の被害想定発表　対策を提案

全国に広がる学校給食費の無償化を千葉市でも実施を

　ごみをごみステーションまで運べない高齢者や体の不自由な
人が増えています。全国の自治体でごみ出し支援が行われてい
ます。
　人口規模が近い川崎市やさいたま市は、市職員が対象となる
世帯を回ってごみを収集し、1600世帯前後のごみ出し支援を
行っています。
　千葉市はボランティア制度のため支援は65世帯です。党市議
団は「千葉市も市職員が直接行い支援を」と提案しました。

家屋全壊２万３千棟、死者1,110人
　千葉市が発表した市内の千葉直下地震の被害想定は深刻で、各区ごとの被
害状況はハザードマップで示されました。党市議団は「予防対策を急げ」と
質問しました。

マンホールトイレを
避難所に
　大震災の被災地では、トイレの
利用に困り、体調を崩す避難者が
出ている経験から、下水道に直結
するマンホールトイレの設置が急
がれています。避難所となる市内
171の学校のうち56校まで設置工
事が進みましたが、これでは災害
時に対応ができません。
　党市議団は「学校の大規模改造
工事と同時にマンホールトイレの
設置工事を行い、平成35年までに
全学校に設置することを提案しま
した。市は「努力する」と答えま
した。

地元の要望が実現します

　家具転倒による被害（上表）を軽減する
ため党市議団は、65歳以上及び障害者の家
庭に、金具取り付け料を無料で実施してい
る市の制度を広く市民に知らせて、家具転
倒防止金具設置の促進を求めました。
　市は「様々な努力をする」と答えました。

ごみ出し支援について

千葉市地震被害想定調査結果
家具転倒防止対策による被害軽減効果の推計

自治体

千葉市

川崎市

さいたま市

方式

ボランティア

直　営

直　営

支援世帯数

65世帯

1573世帯

1643世帯

轟町機動隊跡地への
特別養護老人ホーム
４月開所へ

　12月議会に「使用を停止している著しく危険な遊具」がある数
か所の保育所のうち、２か所の保育所の遊具を民間からの寄付金で
再整備する予算が計上されました。
　党市議団は、市は「危険な遊具を再整備する予算もない」として
いるのに、競輪場と公園体育館の新設など約100億円もの多額の支
出をやめて、子どもたちの安全を最優先するように求めました。

実施率

18.8％（現状）

65％

100％

死者数

140人

60人

0人

減少率

ー

57％

100％

民間保育園は
５月に開園へ

　大工さんが自宅へ訪問し、無料（５点
まで）取り付けます。（金具は自己負担）

家具転倒防止金具
取付制度

＊65歳以上高齢者のみ世帯。
＊障害者手帳１～２級所持者のみ世帯。
＊相談は共産党市議団、吉田まさよし事務所へ

家具転倒防止金具の取り付けで
家具転倒による死者はゼロに


